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現
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日
本
の
漫
画
―
―

日
本
の
漫
画
―
―
そ
の
面
白
さ
、

そ
の
面
白
さ
、

楽
し
さ
、
深
さ
と
厚
み
を
凝
縮
。

楽
し
さ
、
深
さ
と
厚
み
を
凝
縮
。

そ
し
て
、
秘
め
ら
れ
た
底
力
と

そ
し
て
、
秘
め
ら
れ
た
底
力
と

今
日
を
予
測
さ
せ
る

今
日
を
予
測
さ
せ
る

豊
か
な
可
能
性
を

豊
か
な
可
能
性
を

先
取
り
し
た
画
期
的
全
集
！

先
取
り
し
た
画
期
的
全
集
！

現
代
日
本〈
漫
画
文
化
〉の
源
流
の

全
て
が
こ
こ
に
あ
る
！

日
本
漫
画
出
版
史
上
の
画
期
的
業
績

〝大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー〟

〝知
ら
れ
ざ
る〟

〝知
ら
れ
ざ
る〟  

日
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初
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画
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大
全
集
】

日
本
初
の
漫
画
【
大
全
集
】全
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現代漫画大観現代漫画大観　　　　

現代日本〈漫画文化〉の源流の全てがここにある！

〝知
ら
れ
ざ
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日
本
初
の
漫
画【
大
全
集
】

全10編
別冊 1

代
しろた

田収
しゅういち

一・田
たぐち

口鏡
きょうじろう

次郎　編
（原本＝昭和３年、中央美術社刊）

＊
複
刻
版
書
影
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漫画は風俗世相・政治社会を記録する文化財・歴史資料

領
域
横
断

原
本
書
影
（
カ
ラ
ー
）

解
説
＝
『
現
代
漫
画
大
観
』
全
10
編
の
持
つ
意
味

（
特
色
と
刊
行
の
背
景
・
編
集
の
ポ
イ
ン
ト
）

―
―
清
水	

勲
（
漫
画
・
風
刺
画
研
究
家
）

刊
行
の
資
料
／
全
10
編
総
目
次
／
作
家
別
作
品
一
覧

別冊内容

壮
観
！

錚々たる作家陣
当代のみならず日本史上の作

家も、

海外の著名作家・作品も多数
出演

【社会】政治・経済・法律・教育・歴史・幕末明治・大正デモクラシー…

【世相】風俗・流行・男と女・子ども・老人・報道・マスコミ・ジャーナリズム…

【文化・芸術】文学（小説・川柳・俳句・詩歌）・民謡・流行歌・落語・小咄・工芸・

伝統芸能・演劇・舞台芸術・美術・絵画・彫刻・デザイン・建築・写真・

映画・マンガ・劇画・アニメ・ＣＧ…　【その他】紀行・地誌・交通…

ク
リ
エ
ー
タ
ー

　

作
家
・
漫
画
家

　
　

デ
ザ
イ
ナ
ー

（巻）
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＊原本書影
（昭和３年、中央美術社刊）

●昭和３年、購読予約募集の冊子に掲げられた発刊の辞

哄笑　爆笑　大笑　微笑　微苦笑

薄笑い　含み笑い　忍び笑い

ほくそ笑み　嘲笑　冷笑　失笑

喜怒哀楽　冗談　抱腹絶倒　感動

教訓　阿諛　迎合　追従　憤慨

糾弾　寓意　アイロニー　皮肉

諧謔　諷刺――

きょうはどんな笑いでくつろぎましょう？



１	
日
本
初
の
漫
画
全
集

　

昭
和
３
年
に
中
央
美
術
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
現
代
漫
画
大
観
』
は
、
漫
画
と
い

う
も
の
を
歴
史
的
視
点
で
と
ら
え
て
編
集
し
た
日
本
初
の
漫
画
全
集
で
あ
る
。
こ
の

全
集
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
そ
の
あ
と
『
一
平
全
集
』（
先
進
社
・
昭
和
４
～
５
年
）、

『
楽
天
全
集
』（
ア
ト
リ
エ
社
・
昭
和
５
年
）、『
現
代
連
続
漫
画
全
集
』（
ア
ト
リ
エ
社
・

昭
和
10
～
11
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦
後
で
い
え
ば
昭
和
44
年
に

刊
行
さ
れ
だ
し
、
戦
後
の
漫
画
全
集
刊
行
の
突
破
口
に
な
っ
た
筑
摩
書
房
の
『
現
代

漫
画
』
に
匹
敵
す
る
全
集
で
あ
る
。

２	

漫
画
を
歴
史
的
視
点
で
分
析
・
編
集

　

漫
画
と
い
う
も
の
を
歴
史
的
視
点
で
と
ら
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
は

ま
ず
、
漫
画
が
表
現
あ
る
い
は
諷
刺
す
る
も
の
は
「
風
俗
世
相
」「
政
治
社
会
」
で
あ

る
こ
と
を
理
解
し
、
編
集
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
全
集
は
、
江
戸
の
「
鳥

羽
絵
」、
明
治
の
「
ポ
ン
チ
」、
大
正
以
降
の
「
漫
画
」
に
い
た
る
発
展
を
た
く
さ
ん

の
具
体
例
を
あ
げ
て
た
ど
っ
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
漫
画
の
発
展
史
概
略
も
入
れ
て

い
る
。
第
６
編
・
第
10
編
が
こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

３	

漫
画
は
風
俗
世
相
・
政
治
社
会
を
諷
刺
す
る
、
と
い
う
視
点
で
編
集

　

漫
画
は
時
代
の
風
俗
世
相
を
適
確
に
記
録
し
て
い
る
と
い
う
点
で
一
種
の
文
化

財
・
歴
史
資
料
な
の
で
あ
る
。
そ
の
視
点
で
第
１
編
・
第
８
編
・
第
９
編
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、と
く
に
新
聞
で
は
一
枚
絵
の
政
治
漫
画
・
社
会
漫
画
が
描
か
れ
、

大
正
以
降
は
一
枚
絵
で
少
し
長
め
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
け
た
漫
画
漫
文
ス
タ
イ
ル

（
岡
本
一
平
が
そ
の
流
行
の
端
緒
を
開
い
た
）
の
政
治
漫
画
・
社
会
漫
画
が
発
展
し
て

い
っ
た
。
第
３
編
・
第
10
編
が
そ
う
し
た
漫
画
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

４	

文
学
作
品
漫
画
化
の
多
様
性
・
可
能
性
を
紹
介

　

現
代
で
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
小
説
の
漫
画
化
は
す
で
に
こ
の
全
集
で
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
漱
石
「
坊
ち
ゃ
ん
」、紅
葉
「
金
色
夜
叉
」、ト
ル
ス
ト
イ
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」

な
ど
名
作
の
漫
画
化
（
第
２
編
）、
川
柳
・
民
謡
・
小
咄
な
ど
滑
稽
文
学
の
漫
画
化
（
第

５
編
）、
さ
ら
に
は
漫
画
漫
文
調
の
紀
行
文
（
第
７
編
）
な
ど
、
多
様
な
文
学
の
漫
画

化
版
を
載
せ
、
漫
画
表
現
の
可
能
性
を
紹
介
し
て
い
る
。

『
現
代
漫
画
大
観
』
の
内
容
は
凄
い
！　

そ
の
７
大
特
色

５	

コ
ミ
ッ
ク
の
原
点
・
子
供
漫
画
の
源
流
を
紹
介

　

江
戸
以
来
、
漫
画
は
大
人
を
対
象
に
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
幕
末
か
ら
浮
世
絵
の

一
分
野
に
「
お
も
ち
ゃ
絵
」
な
ど
子
供
向
け
の
も
の
が
出
て
く
る
。
日
清
戦
争
後
か

ら
日
露
戦
争
期
に
か
け
て
は
ポ
ン
チ
本
（「
ポ
ン
チ
」
と
い
う
題
が
付
い
た
戯
画
本
）

の
中
に
子
供
向
け
の
も
の
が
出
て
く
る
。
大
正
期
に
入
る
と
多
色
刷
の
子
供
漫
画
本
が

出
版
さ
れ
、
新
聞
の
子
供
欄
や
子
供
雑
誌
の
中
に
子
供
漫
画
が
連
載
さ
れ
る
。
大
正
末

期
に
は
「
正
チ
ャ
ン
の
冒
険
」
が
大
ヒ
ッ
ト
、
昭
和
に
入
る
と
子
供
漫
画
は
漫
画
界
の

一
大
分
野
に
な
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
大
正
子
供
漫
画
の
数
々
が
第
４
編
に
紹
介
さ
れ
、

コ
ミ
ッ
ク
の
源
流
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

６	

ギ
ャ
グ
マ
ン
ガ
の
原
点
で
あ
る
ナ
ン
セ
ン
ス
漫
画
の
源
流
を
紹
介

　

諷
刺
漫
画
は
こ
れ
ま
で
風
俗
世
相
を
諷
刺
す
る
も
の
、
政
治
社
会
を
諷
刺
す
る
も

の
し
か
な
か
っ
た
が
、
大
正
中
期
頃
か
ら
海
外
で
人
気
を
得
て
い
た
ナ
ン
セ
ン
ス
漫

画
が
入
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
「
あ
わ
て
者
」
と
か
「
太
っ
て
い
る
」
な
ど
人
間
性
を

諷
刺
す
る
漫
画
で
、『
新
青
年
』
や
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
日
本
で

も
人
気
を
得
て
い
く
。
ナ
ン
セ
ン
ス
漫
画
は
一
枚
絵
漫
画
で
あ
る
が
、
戦
後
、
こ
の

笑
い
は
コ
マ
漫
画
や
コ
ミ
ッ
ク
の
中
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
ギ
ャ
グ
漫
画
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
る
。
第
６
編
は
大
正
・
昭
和
初
年
の
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
ナ
ン
セ
ン
ス

漫
画
の
数
々
を
紹
介
し
、
ギ
ャ
グ
漫
画
の
源
流
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
編
に

は
西
洋
漫
画
史
・
日
本
漫
画
史
の
紹
介
も
あ
る
。

７	

漫
画
史
研
究
の
基
本
文
献

　

大
正
期
は
「
漫
画
家
」「
漫
画
記
者
」「
少
年
漫
画
」
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
大
正
５
年
に
は
東
京
漫
画
会
（
岡
本
一
平
が
会
長
格
）
が
結
成
さ
れ
、

職
業
漫
画
家
が
数
十
人
規
模
で
誕
生
す
る
。
子
供
漫
画
・
ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
・
ナ
ン

セ
ン
ス
漫
画
が
登
場
し
、
漫
画
史
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
漫
画
の

原
点
と
な
る
漫
画
分
野
の
基
盤
が
で
き
上
が
る
。
そ
の
意
味
で
全
10
編
は
漫
画
史
と

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
社
会
を
知
る
上
の
基
本
文
献
で
あ
る
。

　

現
在
、
古
書
市
場
で
は
全
10
編
が
ま
と
ま
っ
て
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

た
。
そ
の
点
で
一
括
入
手
で
き
る
絶
好
の
企
画
だ
と
い
え
る
。

現代日本〈漫画文化〉の源流の全てがここにある！

清
水	

勲
（
漫
画
・
風
刺
画
研
究
家
）

（
２
０
１
０
年
10
月
）



第

４
編

	

子
供
漫
画

絵
物
語
風
の
コ
マ
漫
画
な
ど
、

現
代
コ
ミ
ッ
ク
の
源
流
を
ま
と
め
て
い
る
。

第

５
編

	

滑
稽
文
学
漫
画

川
柳
、
俳
句
、
民
謡
、
小
咄
を
題
材
に
漫
画
化
し
て
「
滑
稽
文
学
」
と
し
、
漫
画

表
現
の
新
し
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

第

６
編

	

東
西
漫
画
集

古
代
ロ
ー
マ
か
ら
近
代
の
絵
画
か
ら
選
ん
だ
「
西
洋
漫
画
集
」、
鳥
獣
戯
画
か
ら
明

治
の
ビ
ゴ
ー
ま
で
を
鳥
瞰
す
る
「
日
本
漫
画
集
」、
さ
ら
に
世
界
の
ナ
ン
セ
ン
ス
漫

画
の
傑
作
を
豊
富
に
集
録
。

第

７
編

	

日
本
巡
り

本
州
、
四
国
、
九
州
、
北
海
道
、
ま
た
樺
太
、
朝
鮮
、

台
湾
、
約
二
五
〇
の
名
所
を
め
ぐ
る
紀
行
漫
画
。

第

８
編

	

職
業
づ
く
し

多
種
多
様
な
職
業
の
特
徴
を
い
き
い
き
と
捉
え
る
世
相
漫
画
集
。
社
会
世
相
研
究

に
豊
富
な
材
料
を
与
え
る
。
巡
査
、
女
車
掌
、
探
偵
、
活
弁
、
大
道
パ
ン
や
、
梵

鐘
屋
、
辻
占
売
、
広
目
屋
、
毒
消
売
り
、
こ
わ
色
使
い
、
井
戸
掘
り
、
顔
料
散
布

業
…
消
え
た
明
治
大
正
の
風
俗
を
よ
く
残
す
。

第

９
編

	

女
の
世
界

過
去
の
女
性
観
を
比
較
す
る
と
き
に
絶
好
の
材
料
。
東
洋
と
西
洋
に
分
け
て
女
（
と

男
）
の
諸
相
を
く
ま
な
く
描
き
出
す
。
ウ
エ
ー
ト
レ
ス
、
店
員
、
モ
デ
ル
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
、
婦
人
、
主
婦
、
令
嬢
、
化
粧
、
流
行
、
職
業
と
女
性
…
有
名
女
優
カ
リ
カ
チ
ュ

ア
は
貴
重
記
録
。

第

10
編

近
代
日
本
漫
画
集

さ
な
が
ら
明
治
か
ら
大
正
の
漫
画
展
覧
会
を
な
す
雄
編
。
錦
絵
か
ら
近
代
日
本

漫
画
形
成
に
力
の
あ
っ
た
ワ
ー
グ
マ
ン
、
ビ
ゴ
ー
の
作
品
、『
団
々
珍
聞
』『
東

京
パ
ッ
ク
』『
ト
バ
エ
』
か
ら
主
要
漫
画
家
の
画
を
選
り
す
ぐ
る
。
近
代
日
本
漫

画
形
成
史
の
概
観
に
不
可
欠
。

第

１
編

現
代
世
相
漫
画

民
衆
の
生
活
が
踊
り
出
す
。
活
動
写
真
、
デ
パ
ー
ト
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
・
モ
ダ
ン
ボ
ー

イ
、
婦
人
問
題
、
住
宅
問
題
、
銀
ブ
ラ
と
浅
草
、
ス
ポ
ー
ツ
、
交
通
、
学
生
、
郊
外

生
活
、
金
、
家
庭
、
独
身
生
活
、
ブ
ル
シ
ョ
ア
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
、
青
年
、
軍
事
教
育
、

カ
フ
ェ
ー
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
音
楽
、
劇
場
、
恋
愛
、
政
治
…

第

２
編

	

文
芸
名
作
漫
画

夏
目
漱
石
「
坊
ち
ゃ
ん
」「
草
枕
」、
菊
池
寛
「
恩
讐
の
彼
方
に
」、
尾
崎
紅
葉
「
金
色

夜
叉
」、
谷
崎
潤
一
郎
「
痴
人
の
愛
」、
岡
本
綺
堂
「
半
七
捕
物
帖
」、
ト
ル
ス
ト
イ
「
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
」、
メ
リ
メ
「
カ
ル
メ
ン
」
を
漫
画
に
。
文
芸
と
漫
画
の
結
合
。

第

３
編

	

漫
画
明
治
大
正
史

明
治
大
正
史
の
ト
ピ
ッ
ク
約
二
八
〇
を
漫
画
で
繙
く
。
政
治
・
社
会
・
世
相
・
風
俗
・

事
件
・
天
変
地
異
・
生
活
が
見
え
る
。
漫
画
漫
文
で
解
説
す
る
近
代
日
本
史
。

　
　

原
本
書
影
（
カ
ラ
ー
）

解
説
＝
清
水	

勲
（
漫
画
・
風
刺
画
研
究
家
）

『
現
代
漫
画
大
観
』
全
10
編
の
持
つ
意
味
（
特
色
と
刊
行
の
背
景
・

編
集
の
ポ
イ
ン
ト
）

　
　

刊
行
の
資
料　
　

全
10
編
総
目
次
／
作
家
別
作
品
一
覧

膨
張
す
る

漫
画
の
世
界
を

見
事
10
編
に
凝
縮
！

現
代
漫
画
大
観

現
代
漫
画
大
観

全

10
編

別
冊
１

概
要

〈別冊〉



●
原
寸
大 

頁
見
本　

＊
拡
大
し
見
や
す
く
、
読
み
や
す
く
し
ま
し
た
。

第１編「現代世相漫画」より

漫
画
が
描
く
笑
い
の
矛
先
は
、
人
間
社
会
全
て
に
わ
た
る
。
病
根
を
え
ぐ
る
の
も
漫
画
、
風
穴
を
開
け
る
の
も
漫
画

『
現
代
漫
画
大
観
』
全
10
編
は
―
―

人
間
・
社
会
・
文
化
研
究
の
宝
の
山

明
治
の
息
吹
・
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
を
闊
歩
す
る
！

池田牛歩　池中三樹　池部鈞　石井柏亭　伊東忠太　井元水明　牛島一水　太田三郎

大森ひろむ　岡本一平　小川芋銭　小川治平　小川千甕　小山内宏　鹿子木孟郎　葛飾北斎

河鍋暁斎　川端龍子　河盛久夫　北沢楽天　木村荘八　京や金介　欽一廬　鍬形蕙斎

幸内純一　小杉未醒　小林克己　小林清親　近藤浩一路　阪本牙城　坂本繁二郎

清水対岳坊　清水登之　下川凹天　代田収一　鈴木亜夫　仙厓和尚　田口省吾　田口米作

田中比左良　月岡芳年　東洲斎写楽　鳥羽僧正　鳥居清倍　中川紀元　長崎抜天

中島六郎　長原止水	中村不折　西川祐信　白隠禅師　服部亮英　英一蝶　ビゴー

菱川師宣　平福百穂　藤本斥夫　細木原青起　保積稲天　前川千帆　水島爾保布　森火山

森島直三　森田恒友　森山三郎　安本亮一　山田みのる　山本鼎　山本杢兵衛　結城素明

与謝蕪村　吉岡鳥平　ワーグマン　和田邦坊　渡辺崋山　ほか（50 音順）

（原本に収録の宮尾しげを氏作品は著作権者より複製許諾が得られな
かったため複刻本には収載されておりません。ご了承ください。）

●錚々たる作家陣



①金…北沢楽天〈1編・現代世相漫画〉

②痴人の愛（谷崎潤一郎）…池部鈞〈2 編・

文芸名作漫画〉

③カチューシャ（トルストイ）…前川千帆〈2編〉

④成金栄華時代…和田邦坊〈3 編・漫画明治

大正史〉

⑤大震火災の象徴…北沢楽天〈3編〉

⑥陸戦隊上陸…岡本一平〈4編・子供漫画〉

⑦爆弾豪兵衛…清水対岳坊〈4編〉

⑧草笛…阪本牙城〈4編〉

⑨桜月夜…池田牛歩〈5編・滑稽文学漫画〉

⑩消防夫と女…アベル・フエーヴル〈6 編・

東西漫画集〉

⑪東京名所三十六戯撰…昇斎一景〈6編〉

⑫旅行談…小川千甕〈7編・日本巡り〉

⑬病画診察…中川紀元〈8編・職業づくし〉

⑭銀座が無警察状態になつたとしたら…　田

口省吾〈9編・女の世界〉

⑮明治十八年発行錦絵…小林清親〈10 編・

近代日本漫画集〉

人と社会の本質が露わに！

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦

現代漫画大観
口絵カラーページより

⑧

⑨
⑩

⑪

⑫
⑭

⑮

⑬

カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
は

カ
ラ
ー
で

再
現
！　

漫画の競演


